
  ◆医療・福祉マネジメント専攻 修士課程

  □演習科目（専門科目）

科目名 ケースメ ソ ッ ド 演習 ２ 単位

担当者 篠田道子、 中島民恵子、 木村圭佑（ 非常勤教員）

テーマ ケースメ ソ ッ ド 授業を運営し 、 討論から 学ぶ価値を理解する。

科目のねらい

＜キーワード ＞
 ケースメ ソ ッ ド 、 ファシリ テーショ ンスキル、 マネジメ ント 、

ディ スカッ ショ ンリ ード 計画、 ケース教材、 学びの共同体
＜内容の要約＞
多様な立場、 異なる背景を持つ院生が、 ケース教材等を使った討論を通じ 、 実践力（ 理論
的知識と 実践的な知見） の向上を目指す。 医療福祉現場における集団運営に必要なコ ミ ュ
ニケーショ ン能力、 多面的な問題分析力や解決策の提案、 マネジメ ント やファシリ テーシ
ョ ン能力を開発するこ と を目的と する。また、ケースメ ソ ッ ド 演習の特徴である双方向性、
創発性、 協働性を十分に引き出し 、 学習者の実践力を育むために、 ク ラス内で「 学びの共
同体」 が作れるよう 、 参加者と 教員は努力するこ と が求めら れる。
＜学習目標＞
・ ディ スカッ ショ ンリ ード 計画を作成し 、 ファシリ テーショ ンスキルを活用するこ と で、

ケースメ ソ ッ ド 授業を運営できる。
・ 多面的な問題分析力や解決策の提案、 批判的考察力などを身につける。
・ 討論から 学ぶ価値が理解できる。

内 容

【 社会福祉領域】

医療保健福祉サービ スの供給主体と し ての地方自治体、 非営利組織のマネジメ ント につ

いて、 ケース教材を用いて検討する。 具体的には、 地域で発生し ている社会的排除等の

福祉問題の解決方法、 地域福祉計画や地域住民参加など、 地域福祉システムの経営、 運

営、 開発の視点から 検討する。

【 医療福祉サービ ス領域】

医療福祉サービスにおける支援の過程、 チームやネッ ト ワーク 、 組織運営などについて

ケース教材を用いて検討する。 医療機関・ 福祉施設・ 在宅サービ ス・ 民間組織でのミ ド

ルマネジャーの役割やファシリ テーショ ンのあり 方を考える。

【 医療・ 介護・ 福祉経営領域】

社会福祉施設や医療機関、 小規模事業所のマネジメ ント （ 管理・ 運営・ 経営） を取り 扱

ったケース教材を用いて、 組織における意思決定やリ スク マネジメ ント 、 人材育成など

幅広い視点からマネジメ ント を考える。

授業の進め方

授業日： 4 月 14 日（ オリ エンテーショ ン・ ケース１ ）、 ４ 月 28 日（ ケース２ ）、 5 月 19 日
（ ケース３ ）、 6 月９ 日（ ケース４ ）、 ６ 月 23 日（ ケース５ ）、 ９ 月 15 日（ ケース６ ）
10 月６ 日（ ケース７ ）、 10 月 27 日（ ６ 限のみ・ まと め）
授業の運営方法： ①個人学習、②グループディ スカッショ ン、③ク ラスディ スカッ ショ ン、
④振り 返り の４ 段階と する。
開講形態： オンライン授業を基本と するが、 ４ 月 14 日と ９ 月 15 日は対面授業と する。た
だし 、 ディ スカッショ ンリ ード またはボード ライ ティ ング（ 板書） を担当する院生は、 名
古屋キャンパスに参集するこ と 。

事前学習の内容

学習上の注意

・ 事前に配布し たケース教材を読み、 課題シート に自分の考えをまと め、 グループ討議で
発言できるよう に準備し ておく こ と

・ ディ スカッ ショ ンリ ード と ボード ライティ ングを担当する院生は、 「 ディ スカッ ショ ン
リ ード 計画」 「 ボード ライ ティ ング計画」 を作成するので、 担当教員と 事前に相談する
こ と 。

本科目の

関連科目
基礎演習（ ケースメ ソ ッ ド 演習）

成績評価方法

と基準

１ ． 平常点（ 70 点）： 討論への参加状況（ 場作り の貢献度や積極的な発言など ）、課題シー
ト の提出状況を勘案し て総合的に評価する。

２ ．その他（ 30 点）： 2 つの方法から選択する。①ケース教材の執筆。ケースと し て提出さ
れたも のは「 ケース教材の試運転」 を経て、 次年度以降の授業で活用するこ と も 想定
し ている。 ②ディ スカッショ ンリ ード やボード ライ ティ ングのいずれかを経験する。
詳細は授業初日に説明する。


